
 

二里小学校 学校だより  校訓： 心きびきび 精いっぱい 
 
【学校教育目標】自ら気づき、考え、判断し、 

                           主体的に行動する児童の育成 
 

第 11号 令和８年１月８日 校長 松尾信広 

 

☞ ２０２６年午年、明けましておめでとうございます！ 
保護者やご家族の皆様、そして地域の皆様、新年明けましておめでとうござい

ます。旧年中は学校教育へのご理解とご協力を、そして子ども達への支援や励ま

しをいただき、誠にありがとうございました。本年もよろしくお願いいたします。 

今朝、久しぶりに子ども達と再会しましたが、「おはようございます！」「明け

ましておめでとうございます！」と笑顔で元気に挨拶を交わすことができ、本当

に嬉しく思いました。今年は「午年」です。一説によりますと、「活力・行動力・

前進・情熱を象徴し、新しい挑戦や飛躍に良いとされるパワフルな年」と言われ

ているそうです。そこで、本日の３学期の始業式では、次のような話をしました。

と言いますか、子ども達に話しかけながら自分にも言い聞かせていました。▶▷▶「皆さんはパワフル

です。これは力持ちという訳ではなく、目標に向かって進もうとする力がたくさんあるという意味

です。ただし、それは目標があるからこそ輝く力です。前に進むにしても努力をするにしても、目

標が定まっていなければやり甲斐もないし、不安だし、長続きもしません。出発のピストルが鳴っ

ても、ゴールがどこなのか分からなければ走ろうにも走れないのと同じことです。ゴールを定めて

いる人は、鳴った瞬間に力強く走り始めることができます。ですから、２学期の終業式でも言った

ように、まずは今年の目標を定めることが大事です。「一年の計は元旦にあり。」と言いますが、学

校の元旦は今日です。まだ今年の目標を定めていない人は、何に向かって頑張るのか文字に書き出

してみてください。大谷翔平選手の目標の決め方はとても難しいので、「こんな自分になる」をいく

つか考えてみましょう。ちなみに校長先生は、５つのなりたい自分を定めましたが、そのうちの２

つを紹介します。ひとつは、「５０冊の本を読む自分になる。」です。一冊の良い本との出会いは、

１００人の友を得ることと同じです。今まで読まなかったような本でも手に入れて読んでみます。

もうひとつは、「１日に１回は良いことをする自分になる。」です。ゴ

ミを拾う、開いているドアを閉める、落とし物を届ける、人の仕事を

手伝うなどなど、当たり前のことかもしれませんが人のためになる

ことをやっていきます。これはきっと、ハッピーサイクルにつながり

ます。」◂◁◂といった感じです。ご家庭でも是非、今年の目標を話題に

していただき、どこかに書いて、いつでも振り返られるようにすると

励みになるのではないかと思います。 
 

☞「うま」に関することわざ・四字熟語です！なるほどです！ 
 調べるとまだまだあったのですが、自分への励みであったり戒めであったりする言葉を少しだけ。 

■人間万事塞翁が馬（じんせいばんじさいおうがうま） 

＊人生の幸不幸は予測できず、災いが福に転じることもあるという教え 

■馬には乗ってみよ人には添うてみよ（うまにはのってみよひとにはそうてみよ） 

＊物事は実際に経験してみないと分からないという戒め 

■万馬奔騰（ばんばほんとう） ＊多くの馬が勢いよく駆け巡る様子、物事が盛んに 

進む様を表し、新年のスタートにぴったり 
 

☞ 新しい支援員さんが「チーム二里小」に仲間入りしました！ 
年度途中ではありますが、支援員さん２名が入れ替わることとなりました。まず、

〇〇支援員さんが退職をされることとなり、新しく〇〇支援員さんが入られます。

また、〇〇支援員さんが〇〇〇に戻られて、代わりに〇〇支援員さんが〇〇〇より

来られます。勤めてくださった支援員の先生方、本当にお世話になりました。 
 
＊名前等は個人情報のためホームページには掲載しませんので、〇〇と表記させていただきます。 
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